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1. *If言

現在、日本は戦後空前のr7ィットキス・プームj
を迎えている.グョギング、エアロピックダンス、テニ

ス、ゲートポールなどといった健康スポーツが、新聞や

雑誌あるいはテレビ等を阪わしている.こうしたえポー

ツへの関心の高まりは、次のような背景に主主ずくもので

ある.

ここ十数年の技術革新に伴なった合理化、省力化

による生活環境の変化は、運動不足摘(IIYI'OK INETlC 

llJSEASE )をもたらした。これは、心臓疾患や蛸尿病な

rの内科的疾患、腹術症や緊犠牲症候群などの筋肉・骨

僑系の疾患、さらに務神医学的挟患をも引き起こす京大

な77タターとなっている.こうした文明婦の増加や人

口の尚紛化などによって、現在の医療費の高騰という社

会問題を生み出している.こういったことが、個人の健

康面iに対する関心を促し、その生活習tJilを変fじさせ、 [7

イットキス・プーム|の原動力となった.

企業においてもこういった問題は深刻で、その収

支にのめる医療訟の宵j合が年々向くなっている。そこで

これまでの医療偏東の施策から、従業員の健康の保持地

進を震祝するようになってきた.実際に、健康治江主連ll!IJ

を展開している企業も数多くある。企業によってその内

容は若干呉なるが、その多くは健J~í診断や体力テストで

スクリーニングを行ない、そのレベルに合った運動プロ

グラムを従業員に提供している。

また健康増進運動の効呆については、[企業にお

ける健康相進巡動についての調査|によると、そのガIJJ粧

として戎病予防対策、体力づくり、生産性向上対策に役

立つと報告されている.NASAが[職員のための7ィット

キス・プログラムjを突風したところ、参IJlI率の高い職

員ほど仕事の能率も向く、取り *Ilみ}jも彼極的になった

と報告している。このように、企業においても健康鳩進

運動の3駒栄を評価していることがわかる。

しかしながら、このような健成増進運動に関する

調査・研究は多くあるが、その多くは健1おi由i陸運動とそ

44 

の具体的な効果との関係という部分的なアプローチをお

ニなったものである.本研究では健J)/{地進運動やそれに

関わる様々な英国を一つのシステムの中に表現すること

を試みた.その後々な'll!凶の問には、 D1¥凶としての側iAi

と結果と Lての側面iを合わせ持っている.健康増進運動

を行なうようになってその効果があらわれるまでには時

聞がかかるものであるから、一時点のみに注目して静的

な特性を考察するよリも時系列として動的な特性を犯揮

しなければならない.またニうしたシえテムは、本質的

に不礁定であるうrーえやデータが不足していて不拡:‘じで

あるケーえが多い.さらにその様々な要閣の問の関係が、

必ずしも線型ではなく非線型である幼介が多い。以 1:の

ようなことを考え合わせると、システム・ダイナミ!ノク

え的な考え)jを適用すべきであるという4自治によ主した.

次にシステム・ダイナミックス(以 FS J)とする)

について簡単に述べてみる. S D は社会や経済のシ λテ

ムが時間とともに変化するダイナミックな特性を各英国

聞のイン7ォメーション・ 7ィードパックループの構造

をベースと Lて、有機的にモデル化してシミ Z レーショ

ンを行ない、そのシステムの環境の変化に対応するよ')

良きポリシーを見いだそうとするマネグメント手法の一

つである.その大きな特徴は、システムの構造電視と大

胆な仮定という点にある。つまり他の統計的な処理をベ

ースとする手法においては、軍事態t的政{自データが入手可

能なものに限定されがちであるが、 SDではイン7ォメ

ーシ g ン・ 7ィードバックループを形成する要因か沓か

という鋭点から取拾選択吾れる。そしてSD/j:、そのシ

ステムの挙ll!IJ(時系列の変動の様子)を調べるものである

から個々の絶対値はそれ往還裂ではなく、全体としての

トレンドや他のポリシーを取ったときの(パラメータの

変化)相対値のJiが承裂とする手法である e

本研究では、従来のように独立変数と従属変数を

設定してその間の関係を統計的に分析していくのではな

く、社会現象をシステムとして捉え、それ自体を コン

ピ，，--7の中に表現してい〈という全〈発恕の兵なった

アプローチを試みた。したがって、本研究の目的は以下



のニとが主l混となる.

1.健線治進運動をコンピ，，--7の中に7ィ-i' 

パγ クを有するシステムとして表成する.

2.次にそのシλテムのある'J:!業(パラメータと

なリうる)を変化吾せたとき、全体としての

システムはどんな膨智を受けるかのシミュレ

ーションを行なう。

3.そLてその結果を検討して、システム全体の

将来予測を行なう。

2.仮説

(図来仮説)

O健勝楠進巡動への投資i土、従業員の位脱・体)J

を向上させる.

0従業員の健康・体JJが向上すtるニとによって生

康俊が増大する.一方それは有減率をも引き下

げる.

0有f荷車が下がることによって生産性が増大し受

診率も Fがる.

0受診l$<が下がることによって医療費が減少する.

0医療費が減少したり、生産性が向上するニとが

企業の健康培進運動に対する評価を高める.

0企業の評価が高まった9、医療費が減少するニ

とによって偏利厚生郎門における健康治進運動

の予算郎分を増大させる.

0健康増進巡動の予算ftLl~)，の増大 1;1;、俄成績進運

動への投資を鳩大幸せる.

以上の因果仮説及び7ィー Fバッタ・プロセスを

もとに、因果ループ関を作成Lた.

終成t前進巡!l!I)に関する悶米ループ凶
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